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 第 ６７ 号 １８１００２ 

履正社学園豊中中学校・履正社高等学校 図書館 

     改訂版 作成 図書係 

図 書 館 だ よ り図 書 館 だ よ り  

和食のすべてがわかる本(和食のすべてがわかる本(2),(3)2),(3)  服部幸應・津貴子(監)、服部幸應・津貴子(監)、  

こどもくらぶ(編)、ミネルヴァ書房こどもくらぶ(編)、ミネルヴァ書房  

  ● ユネスコ無形文化遺産に指定された「和食」を学んでみましょう。おもてなしの心や料理のレシ   

   ピも載っていますよ。栄養に富んだおいしいものを食べて、勉強・部活に励みましょう！ 

スポーツ科学の教科書スポーツ科学の教科書  谷本道哉(編)、石井直方(監)谷本道哉(編)、石井直方(監)  岩波ジュニア新書岩波ジュニア新書  

 ● 足を速くするにはどこを鍛えればいい？運動能力を向上させ、パフォーマンスを高めるにはどんなトレーニング 

   が必要か？一問一答式で答えてくれる本です。（体育祭に間に合うか！？） 

美しい荘厳な芸術 ヨーロッパの大聖堂美しい荘厳な芸術 ヨーロッパの大聖堂  ロルフ・トーマン(編)ロルフ・トーマン(編)  

アヒム・ベトノルツ(写真)、バルバラ・ボルンゲッサー(文)、忠平美幸(訳)アヒム・ベトノルツ(写真)、バルバラ・ボルンゲッサー(文)、忠平美幸(訳)  河出書房河出書房 

  ● ヨーロッパ文化の極みというべき荘厳な大聖堂、映画などの舞台でも使われてますね。 

   鑑賞に値する写真ばかりです。一覧してみましょう、海外にも興味が一層湧くと思います。 

サイバニクスが拓く未来サイバニクスが拓く未来  山海嘉之(著)山海嘉之(著)  筑波大学出版会筑波大学出版会 

  ● パワースーツのような医療介護ロボットが紹介されています。高齢化が進み、高齢者を助け 

   るロボットの重要性が一層高まります。文系にも理系にも将来への大事な課題が載っています。 

文豪の凄い語彙力文豪の凄い語彙力  山本謠司(著)山本謠司(著)  さくら社さくら社  

  ● 「的皪
てきれき

」という言葉知ってましたか？「白く美しい様子」を表した言葉です。 

   この言葉は芥川龍之介の『或日の大石内蔵之助』に登場しています。 

   「明月が的皪としている」等と使うようですよ。 

哲学の練習問題哲学の練習問題  河本英夫(著)河本英夫(著)  講談社学術文庫講談社学術文庫  

  ● 右記のコラムの浦島太郎の話は、この本にも載っています。 

   他にも考えさせられるおもしろい話がたくさん載っていますので読んでみて下さい。 

新収図書・蔵書紹介  

←これはなんでしょう？ 

リクエスト受付中です、読みたい本、図書館で頼んでみませんか？ 

集約Ⅰ類 

   合格 河出康希 さん （大阪市立大学 文学部 進学） 集約Ⅰ類コース 

図書館利用体験記 

 Column  テーマ《別の視点で見ること》テーマ《別の視点で見ること》  

 日常でも良いことや嫌なこともたくさんあると思います。それらを別の視点で見ることが

できれば、あなたの世界は変わるかもしれません。例①、②、③を読んでみて下さい。 

 ① 浦島太郎の話をご存じでしょう。カメを助け、竜宮城へ行き、帰ってきてお土産の 

   「玉手箱」を開けたらおじいさんになるお話。おもしろファンタジーと言えばそうなの 

   かもしれないですが、「カメを助けた浦島太郎がなぜこのような仕打ちを受けない 

   といけないのか」と問われたら、どう答えますか？１つの答えとして…竜宮城のみな 

   さんは、「カメが連れてきた男が、ここでずっと食べて遊んでいる。早く帰ってくれない 

   かなぁ」と思っていたかもしれません。そこで、悪意を持った人々は浦島太郎が帰る 

   ときに老人になってしまう煙の入った「玉手箱」を渡したのではないか、という見方も 

   できます。 

 ② １万円札の折り紙は知っていますか？右の２つの写真を見くらべてみて下さい。諭吉 

   さんの笑顔と困り顔とに見えますよね。これは同じ物を別の角度から撮ったものです。 

   同じ物なのに、別の見方をすればその見え方は、変わってしまうのです！ 

   新品の消しゴムは直方体ですが、別の角度では長方形に見えますね。 

 ③ 学校生活、家庭、勉強、遊び、友人関係など身の回りには色々な物事が渦巻いて 

   います。よく叱る先生の、その顔は本当に怒りの顔でしょうか？反対に、怒らずにいつも 

   笑顔の先生は、本当に笑顔だと思いますか？先入観や偏見にとらわれて１つの方向 

   からばかり見ていては、見逃すことも多々あるでしょう。 

 ３点紹介しましたが、いかがだったでしょうか。 

 物事のいろんな側面を多角的な見方をすることが大切で、それができるようになれば、

日常生活で、目の前の世界が変わったように見えるかもしれませんね。 

                                     （ところで、左上の絵、ウニにも見えませんか？） 

↑下から撮ると笑顔 

↓上から撮ると困り顔 

      僕は中学からよく図書館のキャレルを利用していました。特によく利用していた時期は定期

試験期間や、高校３年になってからの昼休みでした。僕は、家でなかなか集中して勉強できないタイプ

だったので、静かで落ち付いていて孤絶されているキャレルは、僕にとってはとても良い環境で、勉強が

はかどり時間が進むのが一瞬のように感じていました。また、友達の姿もよい刺激になりました。つまり、

友達が一生懸命勉強している姿を見て、自分も頑張らなければいけないと感じたのです。そして、大学で

は、日本の歴史や心理学を学んでみたかったので、それらに関する蔵書をよく閲覧しました。 

在校生のみなさんへ言いたいことは、３年生の３学期も学校へ来て、先生方のお話をよく聞いて講座

や図書館で対策を行うことです。まわりの人を見ると、最後まで学校に来ていた人が合格していたように

感じます。また、自分の気持ちの調整も大事です。つまり、本番で分からない問題に出会っても、周囲の

受験生も同様にわかっていないはずだと思ったり、解ける問題が出てくると、自分にしかわからない問題

だと思ったりするということです。（これは図書館の先生に教えてもらったことで、役に立ちました。）最後

まで諦めず頑張って、キャレルを利用して、志望校合格を勝ち取ってください。 

祝 


